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一
五
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
一
、
は
じ
め
に
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄︵
以
下
、
盛
衰
記
︶
は
、
他
の
﹃
平
家
物
語
﹄
諸
本
に
は
な
い
多
く
の
故
事
説
話
を
有
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
特
長
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
文
の
授
業
か
ら
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
の
可
能
性
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
︵
平
成
３
０
年
告
示
︶
の
第
２
章
第
１
節
国
語
に
お
い
て
、
第
２
款
各
科
目
の
第
２
言
語
文
化
の
２
内
容
︵
２
︶
ア
に
は
、﹁
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。﹂
と
あ
り
、
ま
た
、
古
典
の
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
﹃
平
家
物
語
﹄
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る
盛
衰
記
と
い
う
一
作
品
の
な
か
で
中
国
故
事
説
話
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
の
授
業
に
お
い
て
古
文
と
と
も
に
漢
文
を
学
習
す
る
意
義
に
つ
い
て
学
習
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
二
、
大
場
早
馬
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
は
、
平
清
盛
を
は
じ
め
と
す
る
平
氏
一
門
に
源
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く
場
面
で
あ
る
。
学
習
者
の
多
く
は
、
頼
朝
が
助
命
さ
れ
伊
豆
に
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
日
本
史
の
学
習
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
と
と
も
に
、
源
平
合
戦
の
幕
開
け
と
し
て
頼
朝
挙
兵
を
捉
え
て
お
り
、﹁
大
場
早
馬
﹂
は
正
に
そ
の
瞬
間
を
描
く
場
面
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う
。
国
語
教
科
書
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
覚
一
本
﹃
平
家
物
語
﹄︵
以
下
、
覚
一
本
︶
で
あ
り
、
覚
一
本
に
も
こ
の
場
面
は
見
ら
れ
る
が
、
盛
衰
記
に
お
い
て
﹁
大
場
早
馬
﹂
の
後
に
見
ら
れ
る
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
を
用
い
て
古
文
の
授
業
か
ら
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め
、
覚
一
本
で
は
な
く
盛
衰
記
を
使
用
す
る
。
治
承
四
年
九
月
二
日
、
相
模
國
住
人
、
大
場
三
郎
景
親
、
東
國
ヨ
リ
早
馬
ヲ
タ
ツ
。
福
原
新
都
ニ
著
テ
、
上
下
ヒ
シ
メ
キ
ケ
リ
。﹁
何
事
ゾ
﹂
ト
聞
バ
、
﹁
伊
豆
國
流
人
前
右
兵
衛
権
佐
源
頼
朝
、
一
院
ノ
院
宣
、
高
倉
宮
令
肯
在
ト
称
シ
、
同
國
目
代
平
家
ノ
侍
和
泉
判
官
平
兼
隆
ガ
八
牧
ノ
舘
ニ
押
寄
テ
、
兼
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
別
冊　
28
号
―
2　
二
〇
二
一
年
三
月
『
源
平
盛
衰
記
』
教
材
化
論
井　
上　
　
　
翠
一
六
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
隆
家
人
等
夜
討
ニ
シ
、
舘
ニ
火
懸
テ
燒
拂
フ
。
同
廿
日
、
北
條
四
郎
時
政
ガ
一
類
ヲ
引
卒
シ
、
相
摸
ノ
土
肥
ヘ
打
越
テ
、
土
肥
土
屋
罡
崎
ヲ
招
キ
、
三
百
餘
騎
ノ
兵
ヲ
相
具
シ
、
石
橋
ト
云
所
ニ
引
籠
。
景
親
武
藏
相
摸
ニ
平
家
ニ
志
ア
ル
輩
ヲ
催
集
テ
、
三
千
餘
騎
ニ
テ
、
同
廿
三
日
ニ
石
橋
城
ニ
押
寄
。
源
氏
禦
戦
ト
イ
ヘ
共
、
大
勢
ニ
打
落
サ
レ
テ
、
兵
衛
佐
杉
山
ニ
迯
籠
テ
、
不
知
行
方
。
同
廿
四
日
ニ
相
摸
國
由
井
小
坪
ニ
テ
、
平
家
ノ
御
方
ニ
武
蔵
國
住
人
畠
山
庄
司
重
能
ガ
子
息
次
郎
重
忠
、
五
百
餘
騎
ニ
テ
、
兵
衛
佐
ノ
方
人
相
摸
國
住
人
三
浦
大
介
義
明
ガ
子
共
、
三
百
餘
騎
、
責
戦
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
重
忠
三
浦
ニ
戦
負
テ
、
武
蔵
國
ヘ
引
退
。
同
廿
六
日
ニ
武
蔵
國
住
人
江
戸
太
郎
重
長
、
河
越
小
太
郎
重
頼
ヲ
大
将
ト
シ
、
黨
ニ
ハ
金
子
村
山
々
口
篠
黨
児
玉
横
山
野
與
黨
綴
喜
等
ヲ
始
ト
シ
、
二
千
餘
騎
、
相
摸
ノ
三
浦
城
ヲ
責
。
三
浦
ノ
一
族
絹
笠
ノ
城
ニ
籠
テ
、
一
日
一
夜
戦
テ
、
矢
種
盡
テ
舩
ニ
乗
、
安
房
國
ヘ
渡
畢
ヌ
。
又
國
々
ノ
兵
共
内
々
ハ
源
氏
ニ
心
ヲ
通
ス
ト
承
ル
。
御
用
心
ア
ル
ベ
シ
﹂
ト
ゾ
申
タ
ル
。
平
家
ノ
一
門
此
事
ヲ
聞
、﹁
コ
ハ
イ
カ
ニ
﹂
ト
騒
ア
ヘ
リ
。
若
者
ド
モ
ハ
興
ア
ル
事
ニ
思
テ
、﹁
ア
ハ
レ
討
手
ニ
向
ラ
レ
ヨ
カ
シ
﹂
ナ
ド
云
ケ
ル
ゾ
哀
ナ
ル
。
畠
山
庄
司
重
能
、
小
山
田
別
当
有
重
兄
弟
二
人
ハ
、
折
節
平
家
奉
公
シ
テ
候
ケ
ル
ガ
、
申
ケ
ル
ハ
、﹁
北
條
四
郎
時
政
ハ
親
ク
成
テ
侍
バ
實
ニ
尻
前
ニ
モ
立
候
ラ
ン
。
其
外
ハ
國
々
ノ
兵
共
誰
カ
流
人
ノ
方
人
シ
テ
朝
敵
ト
ナ
ラ
ン
ト
思
侍
ベ
キ
。
只
今
聞
召
直
サ
セ
給
ベ
シ
﹂
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
﹁
實
ニ
モ
﹂
ト
云
人
モ
ア
リ
、
又
﹁
イ
サ
〳
〵
大
事
ニ
及
ヌ
﹂
ト
云
人
モ
ア
リ
。
是
彼
ニ
寄
合
々
々
、﹁
恐
シ
〳
〵
﹂
ト
私
語
ケ
リ
。
太
政
入
道
安
カ
ラ
ズ
被
思
テ
宣
ケ
ル
ハ
、﹁
東
國
ノ
奴
原
ト
云
ハ
六
條
判
官
入
道
為
義
ガ
一
門
、
頼
朝
ニ
不
相
離
侍
共
ト
云
モ
、
皆
彼
ガ
随
ヘ
仕
シ
家
人
也
キ
。
昔
ノ
好
争
カ
可
忘
。
其
ニ
頼
朝
ヲ
東
國
ヘ
流
シ
遣
シ
ケ
ル
ハ
ヽ
ヤ
八
箇
国
ノ
家
人
ニ
頼
朝
ヲ
守
護
シ
テ
入
道
ガ
一
門
ヲ
亡
セ
ト
云
ニ
ア
リ
ケ
リ
。
喩
バ
盗
ニ
鑰
ヲ
預
ケ
、
千
里
ノ
野
ニ
虎
ヲ
放
タ
ル
ガ
如
シ
。
イ
カ
ヾ
ス
ベ
キ
、
入
道
大
ニ
失
錯
シ
テ
ケ
リ
﹂
ト
テ
、
座
ニ
モ
タ
マ
ラ
ズ
躍
上
々
々
シ
給
ケ
レ
共
、
後
悔
今
ハ
叶
ハ
ズ
。
良
案
ジ
テ
宣
ケ
ル
。﹁
但
頼
朝
ハ
入
道
ガ
恩
ヲ
バ
争
カ
忘
ル
ベ
キ
。
縦
故
池
ノ
尼
公
イ
カ
ニ
宥
給
フ
ト
テ
モ
、
入
道
ユ
ル
サ
ヾ
ラ
ン
ニ
ハ
、
頸
ヲ
バ
継
ベ
キ
ヤ
。
其
ニ
重
恩
ヲ
顧
ズ
、
浄
海
ガ
子
孫
ニ
向
ヒ
弓
ヲ
引
矢
ヲ
放
ン
事
、
佛
神
ヨ
モ
御
免
ア
ラ
ジ
。
佛
神
免
シ
給
ハ
ズ
バ
、
天
ノ
責
忽
ニ
蒙
ル
ベ
シ
。
奇
シ
ノ
鳥
獣
マ
デ
モ
恩
ヲ
バ
報
ト
コ
ソ
聞
。
其
ニ
還
テ
入
道
ガ
一
門
ヲ
亡
サ
ン
ト
ノ
企
不
思
議
也
。
我
子
孫
七
代
マ
デ
ハ
争
カ
怨
心
ヲ
挟
ベ
キ
﹂
ト
、
シ
カ
リ
音
ニ
テ
ク
リ
カ
ヘ
シ
〳
〵
宣
ヒ
ケ
ル
。
︵
盛
衰
記　
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂︶
頼
朝
の
挙
兵
は
、﹁
東
國
ヨ
リ
早
馬
﹂
と
い
う
形
で
平
氏
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
福
原
新
都
に
あ
っ
て
﹁
何
事
ゾ
﹂
と
聞
く
人
々
と
と
も
に
、
学
習
者
が
﹁
廿
日
﹂、
﹁
廿
三
日
﹂、﹁
廿
四
日
﹂、﹁
廿
六
日
﹂
と
日
ご
と
に
変
化
し
て
ゆ
く
戦
況
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
頼
朝
ヲ
東
國
ヘ
流
シ
遣
シ
﹂
た
こ
と
に
対
す
る
清
盛
の
後
悔
や
﹁
頼
朝
ハ
入
道
ガ
恩
ヲ
バ
争
カ
忘
ル
ベ
キ
。
縦
故
池
ノ
尼
公
イ
カ
ニ
宥
給
フ
ト
テ
モ
、
入
道
ユ
ル
サ
ヾ
ラ
ン
ニ
ハ
、
頸
ヲ
バ
継
ベ
キ
ヤ
﹂
と
い
う
思
い
な
ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、
先
述
の
と
お
り
、
学
習
者
の
多
く
が
日
本
史
の
学
習
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
る
頼
朝
の
助
命
、
伊
豆
へ
の
配
流
と
、
そ
の
後
の
平
氏
滅
亡
に
つ
な
が
る
挙
兵
を
、
清
盛
の
心
情
と
と
も
に
捉
え
る
こ
と
一
七
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
が
で
き
る
。﹁
大
場
早
馬
﹂
は
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
章
段
で
あ
る
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
面
、
構
成
、
展
開
の
面
か
ら
見
て
も
、
古
典
の
教
材
と
し
て
有
用
な
も
の
の
一
つ
と
な
り
得
よ
う
。
三
、
勾
踐
夫
差
さ
て
、
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
清
盛
の
﹁
頼
朝
ハ
入
道
ガ
恩
ヲ
バ
争
カ
忘
ル
ベ
キ
﹂﹁
重
恩
ヲ
顧
ズ
、
浄
海
ガ
子
孫
ニ
向
ヒ
弓
ヲ
引
矢
ヲ
放
ン
事
、
佛
神
ヨ
モ
御
免
ア
ラ
ジ
。
佛
神
免
シ
給
ハ
ズ
バ
、
天
ノ
責
忽
ニ
蒙
ル
ベ
シ
﹂
と
い
う
発
言
に
、﹁
時
ノ
才
人
ド
モ
﹂
は
、﹁
入
道
ノ
氣
色
ニ
入
ン
﹂
と
し
て
、﹁
仰
少
モ
違
ベ
カ
ラ
ズ
。
朝
憲
ヲ
嘲
リ
、
王
命
ヲ
背
ク
者
、
昔
ヨ
リ
今
ニ
至
マ
デ
素
懐
ヲ
遂
ル
者
ナ
シ
﹂
と
述
べ
、
そ
の
先
例
を
示
し
て
ゆ
く
︵
盛
衰
記　
巻
第
十
七
﹁
謀
叛
不
遂
素
懐
﹂︶。
そ
れ
は
頼
朝
の
﹁
謀
叛
﹂
が
﹁
不
遂
素
懐
﹂
で
あ
ろ
う
こ
と
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
盛
衰
記
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
、﹁
又
内
々
私
語
ケ
ル
ハ
、
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
ニ
ハ
ヨ
ラ
ズ
、
只
天
運
ノ
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
依
ベ
キ
事
也
。
其
謂
ハ
﹂
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
昔
唐
ニ
越
王
勾
践
、
呉
王
夫
差
ト
テ
、
二
人
ノ
國
王
御
座
シ
ケ
リ
。
互
ニ
中
惡
シ
テ
共
ニ
傾
ケ
ン
ト
テ
、
會
稽
山
ト
云
山
ノ
麓
ニ
シ
テ
度
々
戦
ケ
ル
程
ニ
、
①
呉
王
ハ
元
ヨ
リ
勢
多
威
ス
グ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
越
國
ノ
軍
敗
レ
テ
勾
践
生
捕
レ
ヌ
。
②
今
ハ
力
ナ
ク
シ
テ
降
ヲ
請
テ
歎
ケ
レ
バ
、
呉
王
憐
ヲ
タ
レ
テ
勾
践
ガ
命
ヲ
助
ク
。
臣
下
諌
テ
云
、﹁
敵
ヲ
宥
テ
必
後
ニ
悔
ア
リ
。
忽
ニ
越
王
ノ
命
ヲ
断
ン
ニ
ハ
シ
カ
ジ
﹂
ト
申
ケ
レ
共
、
勾
賤
ハ
木
ヲ
樵
水
ヲ
汲
マ
デ
ハ
ナ
ケ
レ
共
、
二
心
ナ
ク
仕
ケ
レ
バ
、
臣
下
ノ
諌
ヲ
モ
聞
ザ
リ
ケ
リ
。
呉
王
病
シ
ケ
ル
時
、
醫
師
ヲ
請
テ
、
是
ヲ
見
ス
。
醫
師
ノ
云
、﹁
尿
ヲ
人
ニ
呑
セ
テ
、
其
味
ヲ
以
テ
命
ノ
存
亡
ヲ
知
ン
﹂
ト
申
セ
ド
モ
、
宮
中
ノ
男
女
共
ニ
、
﹁
呉
王
ノ
尿
ヲ
呑
ン
﹂
ト
云
者
ナ
シ
。
勾
践
進
出
テ
云
、﹁
吾
君
ノ
為
ニ
命
ヲ
被
助
テ
其
恩
尤
深
シ
。
尿
ヲ
呑
デ
報
奉
ラ
ン
﹂
ト
申
テ
、
即
是
ヲ
呑
。
味
タ
ガ
ハ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
呉
王
ノ
病
愈
ニ
ケ
リ
。
呉
王
後
ニ
越
王
ノ
志
ヲ
悦
テ
本
國
ニ
返
シ
遣
ス
。
勾
践
角
仕
ヘ
ケ
ル
事
ハ
、
再
舊
里
ニ
帰
テ
、
呉
王
ヲ
亡
シ
テ
本
意
ヲ
遂
ン
ト
ノ
計
也
。
③
勾
践
赦
サ
レ
テ
本
國
ニ
帰
ケ
ル
。
路
ニ
蛙
ノ
水
ヨ
リ
出
テ
躍
ケ
レ
バ
、
馬
ヨ
リ
下
テ
是
ヲ
敬
フ
。
奢
レ
ル
者
ヲ
賞
ズ
ル
心
ナ
ル
ベ
シ
。
其
後
數
万
ノ
軍
ヲ
起
シ
テ
終
ニ
呉
王
夫
差
ヲ
亡
シ
ケ
リ
。
④
サ
テ
コ
ソ
會
稽
ノ
耻
ヲ
バ
雪
メ
ケ
レ
。
其
ヨ
リ
シ
テ
ゾ
、
恥
ミ
ル
ヲ
バ
會
稽
ト
モ
申
ケ
ル
。 
︵
盛
衰
記　
巻
第
十
七
﹁
始
皇
燕
丹
勾
踐
夫
差
﹂︶
盛
衰
記
で
は
、﹁
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
ニ
ハ
ヨ
ラ
ズ
、
只
天
運
ノ
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
依
ベ
キ
事
也
﹂
と
し
て
会
稽
山
の
故
事
説
話
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
越
王
の
勾
践
と
呉
王
の
夫
差
が
戦
を
す
る
な
か
で
、
勾
踐
が
生
け
捕
り
と
な
る
が
、
夫
差
が
憐
れ
み
を
た
れ
て
勾
踐
は
死
罪
を
免
れ
、
捕
虜
と
な
っ
た
勾
踐
は
熱
心
に
奉
公
し
、
赦
さ
れ
て
本
国
に
帰
さ
れ
た
後
、
大
軍
を
率
い
て
夫
差
を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
先
例
と
し
て
、
頼
朝
挙
兵
の
成
否
に
つ
い
て
、
夫
差
に
助
命
さ
れ
た
勾
踐
が
後
に
夫
差
を
滅
ぼ
し
た
よ
う
に
、
清
盛
に
助
命
さ
れ
た
頼
朝
が
勝
利
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。﹁
大
場
早
馬
﹂
と
そ
こ
で
描
か
れ
た
頼
朝
挙
兵
の
成
否
の
先
例
と
し
て
の
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
も
、
学
習
者
は
古
典
の
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
﹃
平
家
物
語
﹄
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る
盛
衰
記
と
い
う
一
作
品
の
な
か
で
漢
文
の
授
業
へ
一
八
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
と
つ
な
が
る
中
国
故
事
説
話
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
盛
衰
記
で
は
巻
第
二
に
お
い
て
も
会
稽
山
の
故
事
説
話
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
巻
第
十
七
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
盛
衰
記
と
い
う
一
作
品
の
な
か
で
同
じ
故
事
説
話
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
国
語
の
授
業
に
お
い
て
古
文
と
漢
文
を
学
習
す
る
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
巻
第
二
﹁
會
稽
山
﹂
は
、﹁
額
打
論
﹂
と
そ
の
報
復
と
し
て
の
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
新
院
御
葬
送
ノ
夜
、
延
暦
興
福
两
寺
ノ
大
衆
、
額
打
論
シ
テ
狼
藉
ニ
及
ベ
リ
。
ソ
ノ
故
ハ
主
上
御
葬
送
ノ
作
法
ハ
、
諸
寺
諸
山
ノ
僧
徒
等
、
悉
ク
供
養
シ
テ
我
寺
々
ノ
額
ヲ
立
次
第
ヲ
守
テ
御
供
ヲ
仕
ル
。
南
都
ニ
ハ
一
番
ニ
ハ
東
大
寺
ノ
行
ヲ
立
テ
額
ヲ
打
、
二
番
ニ
ハ
興
福
寺
ノ
行
ヲ
立
テ
額
ヲ
打
、
其
外
末
寺
々
打
並
ブ
。
北
京
ニ
ハ
一
番
ニ
延
暦
寺
ノ
行
ヲ
立
テ
額
ヲ
打
、
山
々
寺
々
次
第
ヲ
守
テ
立
並
ル
ハ
先
例
也
。
爰
ニ
山
門
ノ
衆
徒
今
度
ノ
御
葬
送
ニ
イ
カ
ヾ
思
ケ
ン
、
東
大
寺
ノ
行
ノ
次
ニ
延
暦
寺
ノ
額
ヲ
打
タ
リ
ケ
レ
バ
、
興
福
寺
ノ
大
衆
ノ
中
ニ
東
門
院
ノ
觀
音
房
、
勢
至
房
ト
云
フ
惡
僧
ア
リ
、
三
枚
皮
威
ノ
大
荒
目
ノ
鎧
、
草
摺
長
ニ
サ
ヾ
メ
カ
シ
、
三
尺
五
寸
ノ
太
刀
前
低
ニ
ハ
キ
、
興
福
寺
ノ
額
ヲ
大
長
刀
ニ
取
具
シ
テ
、
高
ク
指
上
テ
延
暦
寺
ノ
額
ノ
上
ニ
、
我
寺
ノ
額
ヲ
立
副
テ
、
皆
紅
ノ
月
出
タ
ル
扇
披
仕
、
山
門
ノ
衆
徒
ニ
向
テ
申
ケ
ル
ハ
、﹁
先
規
ニ
任
テ
額
ヲ
サ
ゲ
ラ
レ
テ
、
衆
徒
安
堵
セ
ラ
レ
ヨ
ヤ
﹂
ト
、
高
聲
ニ
申
ケ
レ
共
、
山
門
ノ
衆
徒
良
久
申
旨
ナ
シ
。
觀
音
房
、
勢
至
房
、
長
刀
ニ
テ
延
暦
寺
ノ
額
ヲ
二
刀
切
テ
、﹁
衆
徒
ノ
所
存
其
心
ヲ
エ
ズ
。
我
ト
思
ハ
ン
大
衆
ハ
、
落
合
ヤ
〳
〵
﹂
ト
訇
テ
、
馳
廻
ケ
レ
共
、
落
合
者
ナ
シ
。
二
人
ノ
者
共
ハ
、﹁
ウ
レ
シ
ヤ
水
鳴
ハ
瀧
水
﹂
ト
歌
テ
、
オ
レ
コ
ダ
レ
〳
〵
、
一
時
計
舞
タ
リ
ケ
ル
。
延
暦
寺
ノ
大
衆
先
例
ヲ
背
キ
狼
藉
ヲ
出
ス
程
ナ
ラ
バ
、
其
庭
ニ
シ
テ
手
向
ヘ
ス
ベ
キ
ニ
、
臆
病
ノ
至
リ
歟
、
所
存
ノ
ア
ル
カ
、
一
言
ヲ
モ
イ
ハ
ザ
リ
ケ
リ
。
一
天
ノ
君
、
萬
乗
ノ
主
、
世
ヲ
早
セ
サ
セ
給
メ
レ
バ
、
心
ナ
キ
草
木
マ
デ
モ
猶
愁
ノ
色
有
ベ
シ
、
況
人
倫
僧
徒
ノ
法
ニ
於
ヲ
ヤ
。
而
ヲ
カ
ヽ
ル
浅
猿
キ
事
シ
出
シ
テ
、
式
作
法
散
々
ト
有
ケ
レ
バ
、
高
モ
卑
モ
ヲ
メ
キ
呼
ビ
東
西
ニ
迷
ケ
ル
コ
ソ
不
便
ナ
レ
。
 
︵
盛
衰
記　
巻
第
二
﹁
額
打
論
﹂︶
去
程
ニ
大
衆
ノ
下
向
ハ
、
平
家
ノ
事
ニ
ハ
非
ズ
、
去
七
日
ノ
額
立
論
ニ
會
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ン
ガ
為
ニ
、
興
福
寺
ノ
末
寺
ナ
レ
バ
、
清
水
寺
ヲ
焼
拂
ハ
ン
ト
テ
下
ル
ト
云
ケ
レ
バ
、
清
水
法
師
老
少
ヲ
イ
ハ
ズ
騒
ア
ヘ
リ
。
俄
事
ニ
テ
ハ
ア
リ
、
物
具
ノ
有
モ
無
モ
イ
ハ
ズ
、
二
手
ニ
分
テ
相
待
ケ
リ
。
一
手
ハ
清
水
清
閑
兩
寺
ノ
境
ヒ
堀
切
テ
、
逆
木
引
テ
、
瀧
ノ
尾
ノ
不
動
堂
ヨ
リ
木
戸
口
マ
デ
、
五
百
餘
騎
ニ
テ
固
メ
タ
リ
。
一
手
ハ
山
井
ノ
谷
ノ
懸
橋
引
落
シ
テ
、
西
ノ
大
門
ニ
垣
楯
カ
キ
、
食
堂
廻
廊
木
戸
口
マ
デ
、
一
千
餘
騎
ニ
ハ
過
ザ
リ
ケ
リ
。
京
童
部
ガ
申
ケ
ル
ハ
、﹁
蟷
螂
舉
手
招
毒
蛇
、
蜘
蛛
張
網
襲
飛
鳥
ト
云
喩
ハ
此
事
ニ
ヤ
、
山
門
ノ
大
勢
ニ
敵
對
シ
テ
危
々
﹂
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
山
門
ノ
大
衆
追
手
搦
手
二
手
ニ
ツ
ク
ル
。
搦
手
ハ
大
關
小
關
四
宮
川
原
モ
打
過
テ
、
九
集
滅
道
ヤ
清
閑
寺
、
歌
ノ
中
山
マ
デ
責
寄
タ
リ
。
追
手
ハ
西
坂
本
、
下
松
、
新
道
越
ヲ
打
過
テ
、
清
水
坂
、
晴
尾
ノ
觀
音
寺
マ
デ
責
付
タ
リ
。
清
水
法
師
モ
思
切
、
楯
ノ
面
ニ
進
出
テ
、
散
々
ニ
戰
ケ
レ
ド
モ
、
大
勢
雲
霞
ノ
如
ク
ナ
リ
ケ
ル
上
ニ
、
時
刻
ヲ
經
ズ
、
ヤ
ガ
テ
坊
舎
ニ
火
ヲ
懸
タ
リ
。
折
節
西
ノ
風
一
九
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
烈
ク
吹
テ
、
黒
煙
東
ニ
覆
ヒ
ケ
レ
バ
、
寺
僧
今
ハ
防
戰
フ
ニ
無
力
、
本
尊
ヲ
負
、
坊
舎
ヲ
捨
テ
、
延
年
寺
、
赤
築
地
二
ノ
閑
道
ヘ
ゾ
落
行
ケ
ル
。
サ
テ
コ
ソ
山
門
ハ
會
稽
ノ
耻
ヲ
バ
雪
ヌ
ト
思
ケ
レ
。
 
︵
盛
衰
記　
巻
第
二
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂︶
﹁
額
打
論
﹂
と
そ
の
報
復
と
し
て
の
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
も
、
東
大
寺
や
清
水
寺
と
い
っ
た
学
習
者
に
耳
馴
染
み
の
あ
る
寺
々
や
、
清
盛
と
後
白
河
院
の
対
立
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、
古
典
の
教
材
と
し
て
有
用
な
も
の
の
一
つ
と
な
り
得
る
が
、
古
文
の
授
業
か
ら
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
会
稽
山
の
故
事
説
話
へ
の
展
開
で
あ
る
。
山
門
の
大
衆
の
下
向
は
﹁
去
七
日
ノ
額
立
論
ニ
會
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ン
ガ
為
ニ
、
興
福
寺
ノ
末
寺
ナ
レ
バ
、
清
水
寺
ヲ
焼
拂
ハ
ン
ト
テ
下
ル
﹂
と
さ
れ
、
対
立
す
る
興
福
寺
の
末
寺
で
あ
る
清
水
寺
は
焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、﹁
サ
テ
コ
ソ
山
門
ハ
會
稽
ノ
耻
ヲ
バ
雪
ヌ
ト
思
ケ
レ
﹂
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
会
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ト
ハ
、
異
朝
ニ
稽
ノ
山
ノ
洞
ト
云
所
ア
リ
、
蚕
山
ト
モ
名
、
會
稽
山
ト
モ
申
也
。
呉
越
ノ
境
ニ
在
之
ト
カ
。
两
国
境
ヲ
論
ジ
テ
、
代
々
ニ
軍
絶
ズ
。
此
山
ニ
ハ
桑
多
生
ジ
テ
、
蚕
繭
ヲ
ツ
ク
リ
、
絲
ヲ
出
シ
綿
ヲ
成
故
也
。
越
國
ノ
允
常
王
ト
呉
國
ノ
闔
閭
王
ト
此
山
ヲ
論
ジ
テ
、
合
戰
絶
ザ
リ
ケ
ル
程
ニ
、
呉
王
軍
ニ
誅
レ
テ
、
越
王
知
之
。
越
王
ノ
子
ニ
勾
踐
ト
云
王
ア
リ
。
呉
王
ノ
子
ニ
夫
差
ト
云
王
ア
リ
。
互
ニ
親
ノ
敵
也
ケ
レ
バ
、
勾
踐
思
ケ
ル
ハ
、
夫
差
ガ
父
ヲ
バ
我
父
誅
之
、
サ
レ
バ
我
ヲ
バ
敵
ト
思
テ
、
定
テ
ウ
タ
ン
ト
思
フ
心
有
ラ
ン
ト
テ
、
軍
ヲ
起
テ
戰
フ
程
ニ
、
①
ア
ヤ
マ
チ
テ
勾
踐
被
虜
タ
リ
。
呉
國
ニ
止
誡
ラ
レ
テ
本
國
ニ
帰
事
ヲ
エ
ズ
。
②
勾
踐
木
ヲ
コ
リ
草
ヲ
カ
ラ
ヌ
計
ニ
奉
公
シ
ケ
レ
バ
、
死
刑
ヲ
被
宥
召
仕
ハ
レ
ケ
リ
。
夫
差
病
ス
ル
事
有
キ
、
療
術
力
ナ
キ
ニ
似
タ
リ
。
醫
師
ノ
云
、﹁
尿
ヲ
令
飲
、
味
ヲ
以
テ
存
否
ヲ
シ
ラ
ン
﹂
ト
云
ケ
レ
共
、
彼
ヲ
飲
マ
ン
ト
云
臣
妾
ナ
シ
。
囚
勾
踐
ガ
云
、﹁
我
無
益
ノ
謀
叛
ヲ
起
シ
テ
誤
テ
虜
レ
ヌ
。
其
咎
死
刑
ニ
ア
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
君
ノ
恵
ニ
依
テ
命
ヲ
助
ラ
レ
タ
リ
。
洪
恩
生
々
ニ
難
報
須
恩
ヲ
謝
セ
ン
﹂
ト
云
テ
飲
之
。
夫
差
其
志
ノ
深
事
ヲ
感
ジ
テ
、
本
國
ニ
返
遣
シ
ツ
。
勾
踐
後
ニ
大
軍
ヲ
起
テ
終
ニ
呉
王
ヲ
亡
シ
ケ
リ
。
④
會
稽
山
ヲ
論
ジ
テ
軍
ニ
負
尿
ヲ
飲
ハ
耻
也
、
本
國
ニ
還
テ
敵
ヲ
誅
テ
彼
山
ヲ
知
ハ
耻
ヲ
雪
ル
也
。
故
ニ
會
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ト
イ
ヘ
リ
。
去
七
日
ハ
山
門
額
ヲ
切
レ
テ
恥
ニ
及
、
今
九
日
ニ
ハ
清
水
煙
ト
昇
テ
面
ヲ
洗
グ
。
實
ニ
耻
ヲ
雪
ト
云
ベ
キ
ニ
ヤ
。
 
︵
盛
衰
記　
巻
第
二
﹁
會
稽
山
﹂︶
巻
第
二
で
は
、﹁
會
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ン
ガ
為
﹂
と
し
て
清
水
寺
が
焼
き
払
わ
れ
、
山
門
は
そ
れ
を
﹁
會
稽
ノ
耻
ヲ
バ
雪
ヌ
﹂
と
思
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
﹁
会
稽
ノ
耻
ヲ
雪
﹂
の
由
来
と
し
て
会
稽
山
の
故
事
説
話
が
示
さ
れ
て
い
る
1
。
巻
第
二
と
巻
第
十
七
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
、
勾
踐
が
生
け
捕
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
巻
第
二
で
は
﹁
ア
ヤ
マ
チ
テ
勾
踐
被
虜
タ
リ
﹂
と
す
る
一
方
、
巻
第
十
七
で
は
﹁
呉
王
ハ
元
ヨ
リ
勢
多
威
ス
グ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
越
國
ノ
軍
敗
レ
テ
勾
踐
生
捕
レ
ヌ
﹂
と
し
て
、
そ
の
理
由
に
軍
勢
の
差
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︵
傍
線
部
①
︶。
こ
れ
は
巻
第
十
七
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
の
冒
頭
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
と
お
り
、﹁
勾
踐
夫
差
﹂
の
冒
頭
は
、﹁
又
内
々
私
語
ケ
ル
ハ
、
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
ニ
ハ
ヨ
ラ
ズ
、
只
天
運
ノ
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
依
ベ
キ
事
也
。
其
謂
ハ
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
十
七
で
は
、
勾
踐
が
生
け
捕
ら
れ
た
理
由
を
﹁
呉
王
ハ
元
二
〇
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
ヨ
リ
勢
多
威
ス
グ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
﹂、
す
な
わ
ち
夫
差
が
﹁
勢
多
﹂
い
た
め
と
し
な
が
ら
、﹁
無
勢
﹂
で
あ
り
、
夫
差
に
助
命
さ
れ
た
﹁
恩
ヲ
忘
レ
﹂
た
勾
踐
が
後
に
夫
差
を
滅
ぼ
し
た
よ
う
に
、
清
盛
に
助
命
さ
れ
た
﹁
恩
ヲ
忘
レ
﹂、
い
ま
﹁
無
勢
﹂
な
が
ら
挙
兵
し
た
頼
朝
が
後
に
平
氏
一
門
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
先
例
と
し
て
会
稽
山
の
故
事
説
話
が
示
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
勾
踐
が
生
け
捕
ら
れ
た
理
由
に
軍
勢
の
差
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
盛
衰
記
に
お
い
て
巻
第
二
と
巻
第
十
七
に
重
複
し
て
見
ら
れ
る
故
事
説
話
を
比
較
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
引
か
れ
て
い
る
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
と
﹁
大
場
早
馬
﹂
と
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
は
中
国
故
事
説
話
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
勾
踐
が
夫
差
に
助
命
さ
れ
る
展
開
に
つ
い
て
、
巻
第
二
で
は
、
勾
踐
が
熱
心
に
奉
公
し
た
た
め
命
を
助
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
第
十
七
で
は
、
夫
差
が
憐
れ
み
を
た
れ
て
命
を
助
け
、
臣
下
は
そ
れ
を
諫
め
た
が
、
勾
踐
が
熱
心
に
奉
公
し
た
た
め
夫
差
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
︵
傍
線
部
②
︶。
巻
第
十
七
に
お
い
て
勾
踐
を
助
命
し
た
夫
差
を
諫
め
、﹁
敵
ヲ
宥
テ
必
後
ニ
悔
ア
リ
﹂
と
語
る
臣
下
は
、
巻
第
二
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、﹁
大
場
早
馬
﹂
に
お
い
て
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
清
盛
の
描
写
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
清
盛
は
﹁
座
ニ
モ
タ
マ
ラ
ズ
躍
上
々
々
シ
給
ケ
レ
共
、
後
悔
今
ハ
叶
ハ
ズ
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
頼
朝
の
助
命
を
後
悔
す
る
清
盛
に
対
す
る
﹁
後
悔
今
ハ
叶
ハ
ズ
﹂
に
呼
応
す
る
形
で
、
巻
第
十
七
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
に
お
い
て
は
﹁
敵
ヲ
宥
テ
必
後
ニ
悔
ア
リ
﹂
と
語
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
先
述
の
と
お
り
、
清
盛
は
﹁
頼
朝
ハ
入
道
ガ
恩
ヲ
バ
争
カ
忘
ル
ベ
キ
。
縦
故
池
ノ
尼
公
イ
カ
ニ
宥
給
フ
ト
テ
モ
、
入
道
ユ
ル
サ
ヾ
ラ
ン
ニ
ハ
、
頸
ヲ
バ
継
ベ
キ
ヤ
﹂
と
、﹁
恩
﹂
を
﹁
忘
ル
﹂
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。﹁
勾
踐
夫
差
﹂
の
冒
頭
の
﹁
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
﹂
は
第
一
に
頼
朝
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
先
例
と
し
て
勾
踐
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
巻
第
十
七
で
は
、﹁
勾
踐
夫
差
﹂
に
続
く
﹁
光
武
天
武
即
位
﹂
に
お
い
て
も
、
光
武
皇
帝
が
落
ち
延
び
た
と
き
に
は
二
十
八
騎
な
が
ら
、
後
に
世
を
取
っ
て
天
下
を
治
め
た
こ
と
、
天
武
天
皇
が
落
ち
延
び
た
と
き
に
は
十
七
騎
な
が
ら
、
後
に
即
位
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
ほ
か
、﹁
毒
蟲
ノ
種
子
ヲ
バ
忽
ニ
失
フ
ベ
キ
ニ
テ
有
ケ
ル
ヲ
﹂
と
さ
れ
て
お
り
、
軍
勢
の
数
に
は
よ
ら
な
い
こ
と
や
敵
を
赦
す
べ
き
で
な
い
こ
と
の
先
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
十
七
で
は
、
赦
さ
れ
た
勾
踐
が
そ
の
帰
途
に
蛙
を
敬
う
逸
話
が
見
ら
れ
る
︵
傍
線
部
③
︶。
こ
れ
は
巻
第
二
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、﹃
韓
非
子
﹄
に
類
似
の
内
容
が
あ
り
、
呉
を
討
つ
た
め
に
命
を
投
げ
出
し
て
奮
闘
し
て
く
れ
る
人
民
を
求
め
た
勾
踐
が
、
気
力
の
あ
る
蝦
蟇
を
見
て
敬
礼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勇
気
あ
る
人
々
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
2
。﹁
無
勢
﹂
で
あ
っ
た
勾
踐
が
兵
を
集
め
、
﹁
數
萬
ノ
軍
ヲ
起
シ
テ
終
ニ
呉
王
夫
差
ヲ
亡
シ
﹂
た
こ
と
が
頼
朝
に
通
じ
る
た
め
、
巻
第
十
七
に
お
い
て
は
こ
の
逸
話
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
末
尾
に
つ
い
て
、
巻
第
二
で
は
﹁
會
稽
山
ヲ
論
ジ
テ
、
軍
ニ
負
尿
ヲ
飲
ハ
耻
也
。
本
國
ニ
還
テ
敵
ヲ
誅
テ
、
彼
山
ヲ
知
ハ
耻
ヲ
雪
ル
也
。
故
ニ
會
稽
ノ
耻
ヲ
雪
ム
ト
イ
ヘ
リ
。
去
七
日
ハ
山
門
額
ヲ
切
レ
テ
耻
ニ
及
、
今
九
日
ニ
ハ
清
水
煙
ト
昇
テ
面
ヲ
洗
グ
。
實
ニ
耻
ヲ
雪
ト
云
ヘ
キ
ニ
ヤ
﹂
と
さ
れ
、
巻
第
十
七
で
は
﹁
サ
テ
コ
ソ
會
稽
ノ
耻
ヲ
バ
雪
メ
ケ
レ
。
其
ヨ
リ
シ
テ
ゾ
、
耻
ヲ
ミ
ル
ヲ
バ
會
稽
ト
モ
申
ケ
ル
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︵
傍
線
部
④
︶。
先
述
の
と
お
り
、
二
一
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
巻
第
十
七
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
、
戦
に
勝
っ
て
敵
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
恩
や
軍
勢
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
先
例
を
示
し
、
頼
朝
の
挙
兵
の
成
否
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
巻
第
二
の
記
事
は
、﹁
額
打
論
﹂
と
そ
の
報
復
と
し
て
の
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
に
続
く
た
め
、﹁
會
稽
山
ヲ
論
ジ
テ
軍
ニ
負
尿
ヲ
飲
﹂
と
﹁
額
ヲ
切
レ
﹂、﹁
敵
ヲ
誅
テ
彼
山
ヲ
知
﹂
と
﹁
清
水
煙
ト
昇
﹂
と
、﹁
額
打
論
﹂
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
結
ん
で
い
る
3
。
盛
衰
記
に
お
い
て
、
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
二
度
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
重
出
で
は
な
く
、
巻
第
二
で
は
﹁
額
打
論
﹂
と
そ
の
報
復
と
し
て
の
﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
に
描
か
れ
る
清
水
寺
焼
き
討
ち
に
、
第
十
七
で
は
﹁
大
場
早
馬
﹂
に
描
か
れ
る
頼
朝
の
挙
兵
に
対
応
し
た
叙
述
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
は
中
国
故
事
説
話
が
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
、
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
四
、
臥
薪
嘗
胆
国
語
教
科
書
の
な
か
に
は
、
漢
文
の
教
材
と
し
て
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、﹃
国
語
総
合　
古
典
編
﹄
東
京
書
籍
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
検
定
済
︵
国
総
３
３
５
︶
で
は
、﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
と
し
て
、
以
下
の
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、
教
科
書
で
は
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
書
き
下
し
文
に
し
て
表
記
す
る
。
闔
廬
伍
員
を
挙
げ
て
、
国
事
を
謀
ら
し
む
。
員
、
字
は
子
胥
、
楚
人
伍
奢
の
子
な
り
。
奢
誅
せ
ら
れ
て
呉
に
奔
る
。
呉
の
兵
を
以
ゐ
て
郢
に
入
る
。
呉
越
を
伐
つ
。
闔
廬
傷
つ
き
て
死
す
。
子
の
夫
差
立
つ
。
子
胥
復
た
之
に
事
ふ
。
夫
差
讎
を
復
せ
ん
と
志
す
。
朝
夕
薪
中
に
臥
し
、
出
入
す
る
ご
と
に
人
を
し
て
呼
ば
し
め
て
曰
は
く
、﹁
夫
差
、
而
越
人
の
而
の
父
を
殺
し
し
を
忘
れ
た
る
か
。﹂
と
。
周
の
敬
王
の
二
十
六
年
、
夫
差
越
を
夫
椒
に
敗
る
。
越
王
句
践
、
余
兵
を
以
ゐ
て
会
稽
山
に
棲
み
、
臣
と
為
り
、
妻
は
妾
と
為
ら
ん
と
請
ふ
。
子
胥
言
ふ
、﹁
不
可
な
り
。﹂
と
。
太
宰
の
伯
嚭
越
の
賂
ひ
を
受
け
、
夫
差
に
説
き
て
越
を
赦
さ
し
む
。
句
践
国
に
反
り
、
胆
を
坐
臥
に
懸
け
、
即
ち
胆
を
仰
ぎ
之
を
嘗
め
て
曰
は
く
、﹁
女
会
稽
の
恥
を
忘
れ
た
る
か
。﹂
と
。
国
政
を
挙
げ
て
大
夫
の
種
に
属
し
、
而
し
て
范
蠡
と
兵
を
治
め
、
呉
を
謀
る
を
事
と
す
。
太
宰
の
嚭
子
胥
の
謀
の
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
を
恥
ぢ
て
怨
望
す
と
譖
す
。
夫
差
乃
ち
子
胥
に
属
鏤
の
剣
を
賜
ふ
。
子
胥
其
の
家
人
に
告
げ
て
曰
は
く
、﹁
必
ず
吾
が
墓
に
檟
を
樹
ゑ
よ
。
檟
は
材
と
す
べ
き
な
り
。
吾
が
目
を
抉
り
て
、
東
門
に
懸
け
よ
。
以
つ
て
越
兵
の
呉
を
滅
ぼ
す
を
観
ん
。﹂
と
。
乃
ち
自
剄
す
。
夫
差
其
の
尸
を
取
り
、
盛
る
に
鴟
夷
を
以
つ
て
し
、
之
を
江
に
投
ず
。
呉
人
之
を
憐
れ
み
、
祠
を
江
上
に
立
て
、
命
づ
け
て
胥
山
と
曰
ふ
。
越
は
十
年
生
聚
し
、
十
年
教
訓
す
。
周
の
元
王
の
四
年
、
越
呉
を
伐
つ
。
呉
三
た
び
北
ぐ
。
夫
差
姑
蘇
に
上
り
、
亦
成
を
越
に
請
ふ
。
范
蠡
可
か
ず
。
夫
差
曰
は
く
、﹁
吾
以
つ
て
子
胥
を
見
る
無
し
。﹂
と
。
幎
冒
を
為
り
て
乃
ち
二
二
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
死
す
。 
︵﹃
十
八
史
略
﹄︶
夫
差
の
父
で
あ
る
呉
王
の
﹁
闔
廬
﹂
は
、
盛
衰
記
巻
第
二
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
に
﹁
闔
閭
﹂
と
し
て
登
場
し
た
人
物
で
あ
り
、
夫
差
は
父
の
仇
討
ち
の
た
め
﹁
臥
薪
﹂
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
夫
差
は
越
を
破
り
、
句
践
︵
勾
践
︶
は
会
稽
山
で
助
命
を
請
う
。
こ
の
と
き
夫
差
に
仕
え
て
い
た
子
胥
が
﹁
不
可
な
り
。﹂
と
述
べ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
盛
衰
記
巻
第
十
七
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
に
お
い
て
、﹁
敵
ヲ
宥
テ
必
後
ニ
悔
ア
リ
﹂
と
諫
め
る
臣
下
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
句
践
は
国
に
帰
り
、﹁
嘗
胆
﹂
し
て
、﹁
会
稽
の
恥
﹂
と
い
う
故
事
成
語
の
由
来
と
な
る
﹁
女
会
稽
の
恥
を
忘
れ
た
る
か
。﹂
と
い
う
言
葉
を
自
ら
に
語
り
か
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。﹁
会
稽
の
恥
﹂
か
ら
二
十
年
を
準
備
に
費
や
し
た
後
、
つ
い
に
越
は
呉
を
攻
め
る
。
夫
差
は
以
前
の
句
践
と
同
様
に
講
和
を
越
に
請
う
が
、
参
謀
で
あ
る
范
蠡
の
進
言
に
よ
っ
て
句
践
は
講
和
を
受
け
入
れ
ず
、
夫
差
は
自
害
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
本
文
引
用
に
用
い
た
教
科
書
で
は
、﹁
語
句
と
表
現
﹂
と
し
て
﹁
次
の
故
事
成
語
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
。﹂
と
い
う
問
い
が
あ
り
、﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂﹁
会
稽
の
恥
﹂﹁
先
ず
隗
よ
り
始
め
よ
﹂﹁
鶏
鳴
狗
盗
﹂
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
古
文
の
授
業
の
な
か
で
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
勾
踐
夫
差
﹂、
巻
第
二
﹁
額
打
論
﹂﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
か
ら
﹁
會
稽
山
﹂
を
先
に
学
習
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
国
故
事
説
話
を
漢
文
の
授
業
の
な
か
で
捉
え
て
学
習
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
盛
衰
記
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
会
稽
山
の
故
事
説
話
と
の
比
較
、﹁
勾
踐
夫
差
﹂
や
﹁
會
稽
山
﹂
に
は
見
ら
れ
な
い
夫
差
の
﹁
臥
薪
﹂
と
勾
踐
の
﹁
嘗
胆
﹂
の
描
写
か
ら
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
を
は
じ
め
と
し
た
故
事
成
語
の
学
習
に
も
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
漢
文
の
授
業
の
な
か
で
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
を
先
に
学
習
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
国
故
事
説
話
が
盛
衰
記
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
古
文
の
授
業
の
な
か
で
学
習
す
る
と
と
も
に
、﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
に
は
見
ら
れ
な
い
さ
ら
に
具
体
的
な
﹁
会
稽
の
恥
﹂、
す
な
わ
ち
捕
虜
と
な
っ
た
勾
踐
が
赦
さ
れ
帰
国
す
る
ま
で
の
間
、
夫
差
に
熱
心
に
奉
公
す
る
姿
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
五
、
始
皇
燕
丹
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
へ
、
そ
し
て
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
へ
と
展
開
し
、
古
文
の
授
業
か
ら
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
の
可
能
性
を
考
察
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
ほ
か
の
漢
文
の
教
材
に
も
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
と
お
り
、
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
に
お
い
て
、
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
清
盛
の
﹁
頼
朝
ハ
入
道
ガ
恩
ヲ
バ
争
カ
忘
ル
ベ
キ
﹂﹁
重
恩
ヲ
顧
ズ
、
浄
海
ガ
子
孫
ニ
向
ヒ
弓
ヲ
引
矢
ヲ
放
ン
事
、
佛
神
ヨ
モ
御
免
ア
ラ
ジ
。
佛
神
免
シ
給
ハ
ズ
バ
、
天
ノ
責
忽
ニ
蒙
ル
ベ
シ
﹂
と
い
う
発
言
に
、﹁
時
ノ
才
人
ド
モ
﹂
は
、﹁
仰
少
モ
違
ベ
カ
ラ
ズ
。
朝
憲
ヲ
嘲
リ
、
王
命
ヲ
背
ク
者
、
昔
ヨ
リ
今
ニ
至
マ
デ
素
懐
ヲ
遂
ル
者
ナ
シ
﹂
と
述
べ
、
そ
の
先
例
を
示
し
て
ゆ
く
︵
盛
衰
記　
巻
第
十
七
﹁
謀
叛
不
遂
素
懐
﹂︶。
そ
れ
は
頼
朝
の
﹁
謀
叛
﹂
が
﹁
不
遂
素
懐
﹂
で
あ
ろ
う
こ
と
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
故
事
説
話
が
続
い
て
い
る
。
二
三
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
恩
ヲ
忘
テ
仇
ヲ
存
ル
者
、
我
朝
ニ
モ
不
限
必
ズ
亡
ベ
リ
。
唐
國
ニ
燕
太
子
丹
ト
云
人
、
秦
始
皇
ヲ
傾
ン
ト
テ
軍
ヲ
起
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
燕
丹
ハ
軍
ニ
負
、
始
皇
帝
ニ
捕
ハ
レ
テ
、
深
ク
誡
ヲ
カ
レ
六
箇
年
ヲ
經
ニ
ケ
リ
。︵
中
略
︶
燕
丹
ハ
ノ
ガ
レ
難
キ
罪
科
ヲ
ノ
ガ
レ
本
國
ニ
被
還
テ
、
再
父
母
ヲ
見
ケ
レ
バ
、
深
ク
始
皇
ノ
恩
ヲ
報
ゼ
ン
ト
コ
ソ
思
ベ
キ
ニ
、
其
情
ヲ
忘
テ
秦
國
ヲ
亡
サ
ン
ト
巧
ム
心
切
ニ
シ
テ
、
荊
軻
大
臣
召
テ
被
仰
含
ケ
レ
バ
、︵
中
略
︶﹁
燕
丹
昔
ノ
恩
ヲ
忘
テ
、
還
テ
始
皇
ヲ
傾
ン
ト
計
シ
カ
バ
、
己
ガ
身
空
ク
亡
ヌ
。
サ
レ
バ
頼
朝
モ
平
家
ニ
命
ヲ
被
助
シ
者
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
縦
報
謝
ノ
心
コ
ソ
ナ
カ
ラ
メ
、
争
カ
平
家
ヲ
背
奉
ベ
キ
。
イ
カ
ニ
謀
叛
ヲ
起
ト
モ
佛
天
豈
ユ
ル
シ
給
ベ
シ
ヤ
。
其
上
指
當
テ
誰
カ
ハ
流
人
ニ
同
意
ス
ベ
キ
。
無
勢
ニ
シ
テ
ハ
又
素
懐
遂
ガ
タ
シ
。
強
ニ
驚
思
召
ベ
カ
ラ
ズ
﹂
ナ
ン
ド
色
代
申
ケ
レ
バ
、
入
道
モ
﹁
左
コ
ソ
存
ズ
レ
﹂
ト
ゾ
宣
ケ
ル
。
 
︵
盛
衰
記　
巻
第
十
七
﹁
始
皇
燕
丹
勾
踐
夫
差
﹂︶
本
文
引
用
に
用
い
た
﹃
源
平
盛
衰
記　
慶
長
古
活
字
版　
第
三
冊
﹄︵
勉
誠
社
、
一
九
七
八
・
五
︶
で
二
十
一
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
長
大
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
中
略
し
て
示
し
た
が
、﹁
朝
憲
ヲ
嘲
リ
、
王
命
ヲ
背
ク
者
、
昔
ヨ
リ
今
ニ
至
マ
デ
素
懐
ヲ
遂
ル
者
ナ
シ
﹂
と
い
う
本
朝
の
先
例
に
続
い
て
、﹁
恩
ヲ
忘
テ
仇
ヲ
存
ル
者
、
我
朝
ニ
モ
不
限
必
ズ
亡
ベ
リ
﹂
と
し
て
、
始
皇
に
敗
れ
て
捕
虜
と
な
っ
た
燕
丹
が
、
帰
国
し
た
後
、﹁
深
ク
始
皇
ノ
恩
ヲ
報
ゼ
ン
ト
コ
ソ
思
ベ
キ
ニ
、
其
情
ヲ
忘
テ
秦
國
ヲ
亡
サ
ン
ト
巧
ム
心
切
ニ
シ
テ
﹂、
荊
軻
を
刺
客
と
し
て
遣
わ
す
が
、
荊
軻
は
討
た
れ
、
そ
の
後
、
燕
丹
も
始
皇
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、
討
た
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昔
の
恩
を
忘
れ
て
始
皇
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
燕
丹
が
己
を
滅
ぼ
し
た
よ
う
に
、
清
盛
に
助
命
さ
れ
た
頼
朝
の
謀
叛
も
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
﹁
色
代
﹂
す
る
の
で
あ
る
。
覚
一
本
な
ど
に
も
同
様
の
故
事
説
話
が
見
ら
れ
、
人
々
が
色
代
し
て
い
る
が
、
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
後
、﹁
又
内
々
私
語
ケ
ル
ハ
、
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
ニ
ハ
ヨ
ラ
ズ
、
只
天
運
ノ
シ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
依
ベ
キ
事
也
。
其
謂
ハ
﹂
と
し
て
、﹁
勾
踐
夫
差
﹂
が
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
盛
衰
記
で
は
、
頼
朝
挙
兵
が
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
先
例
と
し
て
本
朝
の
﹁
謀
叛
不
遂
素
懐
﹂
も
の
や
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
が
示
さ
れ
る
一
方
、
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
先
例
と
し
て
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
も
ま
た
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
盛
衰
記
で
は
、
色
代
す
る
言
葉
の
な
か
に
﹁
燕
丹
昔
ノ
恩
ヲ
忘
テ
﹂
の
ほ
か
、﹁
指
當
テ
誰
カ
ハ
流
人
ニ
同
意
ス
ベ
キ
。
無
勢
ニ
シ
テ
ハ
又
素
懐
遂
ガ
タ
シ
﹂
と
あ
り
、﹁
勾
踐
夫
差
﹂
の
冒
頭
の
﹁
恩
ヲ
忘
レ
無
勢
ナ
ル
ニ
ハ
ヨ
ラ
ズ
﹂
は
、
こ
れ
を
受
け
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
六
、
荊
軻
伝
さ
て
、
こ
の
故
事
説
話
は
、
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
荊
軻
伝
﹂
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
盛
衰
記
で
は
、
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
へ
と
展
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
﹁
荊
軻
伝
﹂
へ
と
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、﹃
精
選
古
典
Ｂ　
漢
文
編
﹄
東
京
書
籍
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
検
定
済
︵
古
Ｂ
３
３
２
︶
で
は
、﹁
荊
軻
伝
﹂
は
﹁
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
﹂
と
﹁
図
窮
而
匕
首
見
﹂
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
、﹁
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
﹂
と
し
て
、
以
下
の
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
二
四
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
は
、
教
科
書
で
は
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
書
き
下
し
文
に
し
て
表
記
す
る
。
是
に
於
い
て
太
子
予
め
天
下
の
利
匕
首
を
求
め
、
趙
人
徐
夫
人
の
匕
首
を
得
、
之
を
百
金
に
取
る
。
工
を
し
て
薬
を
以
つ
て
之
を
焠
が
し
め
て
、
以
つ
て
人
に
試
み
る
に
、
血
濡
縷
し
て
、
人
立
ち
ど
こ
ろ
に
死
せ
ざ
る
者
無
し
。
乃
ち
装
し
て
、
為
に
荊
卿
に
遣
る
。
燕
国
に
勇
士
秦
舞
陽
有
り
、
年
十
三
に
し
て
人
を
殺
し
、
人
敢
へ
て
忤
視
せ
ず
。
乃
ち
秦
舞
陽
を
し
て
副
と
為
さ
し
む
。
荊
軻
待
つ
所
有
り
、
与
に
俱
に
せ
ん
と
欲
す
。
其
の
人
遠
き
に
居
り
未
だ
来
た
ら
ず
。
而
る
に
行
を
治
む
る
を
為
す
。
之
を
頃
く
す
る
も
、
未
だ
発
せ
ず
。
太
子
之
を
遅
し
と
し
、
其
の
改
悔
を
疑
ふ
。
乃
ち
復
た
請
ひ
て
曰
は
く
、﹁
日
已
に
尽
く
。
荊
卿
豈
に
意
有
り
や
。
丹
請
ふ
先
に
秦
舞
陽
を
遣
は
す
を
得
ん
。﹂
と
。
荊
軻
怒
り
、
太
子
を
叱
し
て
曰
は
く
、﹁
何
ぞ
太
子
の
遣
は
す
や
。
往
き
て
返
ら
ざ
る
者
は
、
豎
子
な
り
。
且
つ
一
匕
首
を
提
げ
て
、
不
測
の
彊
秦
に
入
る
に
、
僕
の
留
ま
る
所
以
の
者
は
、
吾
が
客
を
待
ち
て
与
に
俱
に
せ
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
今
太
子
之
を
遅
し
と
す
。
請
ふ
辞
決
せ
ん
。﹂
と
。
遂
に
発
す
。
太
子
及
び
賓
客
の
其
の
事
を
知
る
者
、
皆
白
衣
冠
し
て
以
つ
て
之
を
送
る
。
易
水
の
上
に
至
り
、
既
に
祖
し
て
道
を
取
る
。
高
漸
離
筑
を
撃
ち
、
荊
軻
和
し
て
歌
ひ
、
変
徴
の
声
を
為
す
。
士
皆
涙
を
垂
れ
て
涕
泣
す
。
又
前
み
て
歌
を
為
り
て
曰
は
く
、
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
し
壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら
ず
と
復
た
羽
声
を
為
し
て
忼
慨
す
。
士
皆
目
を
瞋
ら
し
、
髪
尽
く
上
が
り
て
冠
を
指
す
。
是
に
於
い
て
荊
軻
車
に
就
き
て
去
る
。
終
に
已
に
顧
み
ず
。
 
︵﹃
史
記
﹄﹁
刺
客
列
伝
﹂︶
﹁
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
﹂
で
は
、
刺
客
と
し
て
旅
立
っ
た
荊
軻
が
、
友
人
で
あ
る
高
漸
離
が
演
奏
す
る
筑
の
音
に
合
わ
せ
て
別
れ
の
歌
を
歌
う
姿
が
描
か
れ
る
。
高
漸
離
の
筑
に
合
わ
せ
て
荊
軻
が
歌
っ
た
﹁
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
し　
壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら
ず
と
﹂
と
い
う
歌
は
、
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、﹁
図
窮
而
匕
首
見
﹂
と
し
て
、
以
下
の
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
荊
軻
樊
於
期
の
頭
函
を
奉
じ
、
秦
舞
陽
地
図
の
匣
を
奉
じ
、
次
を
以
つ
て
進
む
。
陛
に
至
り
、
秦
舞
陽
色
変
じ
振
恐
す
。
群
臣
之
を
怪
し
む
。
荊
軻
顧
み
て
舞
陽
を
笑
ひ
、
前
み
て
謝
し
て
曰
は
く
、﹁
北
蕃
蛮
夷
の
鄙
人
、
未
だ
嘗
て
天
子
に
見
え
ず
。
故
に
振
慴
す
。
願
は
く
は
大
王
少
く
之
を
仮
借
し
、
使
ひ
を
前
に
畢
ふ
る
を
得
し
め
よ
。﹂
と
。
秦
王
軻
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、﹁
舞
陽
の
持
す
る
所
の
地
図
を
取
れ
。﹂
と
。
軻
既
に
図
を
取
り
て
之
を
奏
す
。
秦
王
図
を
発
く
。
図
窮
ま
り
て
匕
首
見
る
。
因
り
て
左
手
に
秦
王
の
袖
を
把
り
て
、
右
手
に
匕
首
を
持
ち
之
を
揕
す
。
未
だ
身
に
至
ら
ず
。
秦
王
驚
き
、
自
ら
引
き
て
起
ち
、
袖
絶
ゆ
。
剣
を
抜
く
に
、
剣
長
く
、
其
の
室
を
操
る
。
時
に
惶
急
し
、
剣
堅
し
。
故
に
立
ち
ど
こ
ろ
に
抜
く
べ
か
ら
ず
。
荊
軻
秦
王
を
逐
ふ
。
秦
王
柱
を
環
り
て
走
る
。
群
臣
皆
愕
く
。
卒
か
に
起
こ
る
こ
と
意
は
ざ
れ
ば
、
尽
く
其
の
度
を
失
ふ
。
而
し
て
秦
の
法
に
、
群
臣
の
殿
上
に
侍
す
る
者
は
、
尺
寸
の
兵
を
持
す
る
を
得
ず
。
諸
郎
中
兵
を
執
り
て
皆
殿
下
に
二
五
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
陳
な
り
、
詔
召
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
上
る
を
得
ず
。
急
な
る
時
に
方
た
り
、
下
の
兵
を
召
す
に
及
ば
ず
。
故
を
以
つ
て
荊
軻
乃
ち
秦
王
を
逐
ふ
。
而
れ
ど
も
卒
か
に
惶
急
し
て
、
以
つ
て
軻
を
撃
つ
無
く
し
て
、
手
を
以
つ
て
共
に
之
を
搏
つ
。
是
の
時
侍
医
夏
無
且
、
其
の
奉
ず
る
所
の
薬
嚢
を
以
つ
て
荊
軻
に
提
つ
。
秦
王
方
に
柱
を
環
り
て
走
る
。
卒
か
に
惶
急
し
て
、
為
す
所
を
知
ら
ず
。
左
右
乃
ち
曰
は
く
、﹁
王
剣
を
負
へ
。﹂
と
。
剣
を
負
ひ
、
遂
に
抜
き
て
以
つ
て
荊
軻
を
撃
ち
、
其
の
左
股
を
断
つ
。
荊
軻
廃
す
。
乃
ち
其
の
匕
首
を
引
き
て
以
つ
て
秦
王
を
擿
つ
。
中
た
ら
ず
し
て
、
銅
柱
に
中
た
る
。
秦
王
復
た
軻
を
撃
つ
。
軻
八
創
を
被
る
。
軻
自
ら
事
の
就
ら
ざ
る
を
知
り
、
柱
に
倚
り
て
笑
ひ
、
箕
踞
し
て
以
つ
て
罵
り
て
曰
は
く
、﹁
事
の
成
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
生
き
な
が
ら
之
を
劫
か
し
、
必
ず
約
契
を
得
て
、
以
つ
て
太
子
に
報
ぜ
ん
と
欲
す
る
を
以
つ
て
な
り
。﹂
と
。
是
に
於
い
て
左
右
既
に
前
み
て
軻
を
殺
す
。
秦
王
怡
ば
ざ
る
者
良
久
し
。 
︵﹃
史
記
﹄﹁
刺
客
列
伝
﹂︶
秦
王
︵
始
皇
︶
に
会
っ
た
荊
軻
は
、
燕
丹
か
ら
与
え
ら
れ
た
短
刀
で
秦
王
を
刺
そ
う
と
す
る
が
届
か
ず
、
秦
王
は
逃
げ
、
つ
い
に
荊
軻
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
秦
王
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
燕
丹
の
企
み
は
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
盛
衰
記
巻
第
十
七
で
は
、
こ
れ
を
先
例
の
一
つ
と
し
て
、
恩
を
忘
れ
て
始
皇
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
燕
丹
が
己
を
滅
ぼ
し
た
よ
う
に
、
清
盛
に
助
命
さ
れ
た
頼
朝
の
謀
叛
も
成
功
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
清
盛
に
色
代
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
第
十
七
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
で
は
、
高
漸
離
の
筑
に
合
わ
せ
て
荊
軻
が
﹁
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
し　
壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら
ず
と
﹂
と
歌
う
場
面
が
末
尾
に
置
か
れ
、
荊
軻
亡
き
後
の
高
漸
離
の
物
語
が
続
い
て
い
る
。
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
荊
軻
伝
﹂
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
を
捉
え
る
と
と
も
に
、
巻
第
十
七
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
や
巻
第
二
﹁
會
稽
山
﹂
の
場
合
と
同
様
に
、
中
国
故
事
説
話
が
盛
衰
記
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
古
文
の
授
業
の
な
か
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
七
、
お
わ
り
に
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
へ
、
巻
第
二
﹁
額
打
論
﹂﹁
山
僧
焼
清
水
寺
﹂
か
ら
﹁
會
稽
山
﹂
へ
、
そ
し
て
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
へ
の
展
開
、
さ
ら
に
、
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
へ
、
そ
し
て
国
語
教
科
書
に
漢
文
の
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
荊
軻
伝
﹂
へ
の
展
開
と
、
古
文
の
授
業
か
ら
漢
文
の
授
業
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
の
可
能
性
を
考
察
し
て
き
た
。
古
文
の
授
業
に
お
い
て
盛
衰
記
の
該
当
章
段
を
先
に
学
習
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
国
故
事
説
話
を
漢
文
の
授
業
の
な
か
で
捉
え
て
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
漢
文
の
授
業
に
お
い
て
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
や
﹁
荊
軻
伝
﹂
を
先
に
学
習
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
国
故
事
説
話
が
盛
衰
記
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
古
文
の
授
業
の
な
か
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
と
﹁
荊
軻
伝
﹂
の
難
易
度
や
分
量
を
考
慮
し
た
場
合
、
ま
ず
、
漢
文
の
授
業
に
お
い
て
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
を
扱
い
、
つ
ぎ
に
、
古
文
の
授
業
に
お
い
て
盛
衰
記
の
該
当
章
段
を
扱
っ
て
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
や
﹁
會
稽
山
﹂
と
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
と
の
関
連
を
捉
え
、
さ
ら
に
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
を
学
習
し
た
後
に
、
漢
文
の
二
六
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
授
業
に
お
い
て
﹁
荊
軻
伝
﹂
を
扱
う
な
ど
、
古
文
の
授
業
と
漢
文
の
授
業
を
連
動
さ
せ
て
大
き
く
展
開
す
る
方
法
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
実
践
に
際
し
て
、
授
業
時
間
数
な
ど
を
考
慮
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
第
一
学
年
に
お
い
て
漢
文
の
授
業
で
﹁
臥
薪
嘗
胆
﹂
お
よ
び
古
文
の
授
業
で
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
﹁
勾
踐
夫
差
﹂
を
扱
い
、
第
二
学
年
に
お
い
て
古
文
の
授
業
で
﹁
始
皇
燕
丹
﹂
お
よ
び
漢
文
の
授
業
で
﹁
荊
軻
伝
﹂
を
扱
う
と
い
っ
た
段
階
的
な
方
法
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
の
可
能
性
と
し
て
、
盛
衰
記
巻
第
十
七
﹁
大
場
早
馬
﹂
か
ら
展
開
し
得
る
す
べ
て
の
範
囲
を
提
示
し
た
が
、
学
習
者
の
理
解
度
や
進
度
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
切
り
出
し
組
み
合
わ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
︵
平
成
３
０
年
告
示
︶
の
第
２
章
第
１
節
国
語
に
お
い
て
、
第
２
款
各
科
目
の
第
２
言
語
文
化
の
２
内
容
︵
２
︶
ア
に
は
、﹁
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。﹂
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
学
習
者
自
身
が
国
語
の
授
業
に
お
い
て
古
文
と
と
も
に
漢
文
を
学
習
す
る
意
義
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
、
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
古
典
の
教
材
と
し
て
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
﹃
平
家
物
語
﹄
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る
盛
衰
記
は
、
他
の
諸
本
に
は
な
い
多
く
の
故
事
説
話
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
特
長
を
古
文
・
漢
文
複
合
教
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
文
の
授
業
と
漢
文
の
授
業
を
連
動
さ
せ
た
国
語
の
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
注1
　
 
巻
第
十
七
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
、
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄
や
長
門
本
﹃
平
家
物
語
﹄︵
以
下
、
長
門
本
︶
に
も
、
覚
一
本
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
巻
第
二
の
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
、
長
門
本
に
の
み
内
容
の
類
似
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
巻
第
二
﹁
會
稽
山
﹂
の
冒
頭
は
、
長
門
本
の
叙
述
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
恥
を
す
ゝ
か
ん
と
い
ふ
は
、
異
朝
に
稽
山
の
洞
と
い
ふ
所
あ
り
。
彼
山
得
分
あ
り
。
そ
れ
と
申
は
、
十
七
の
蚕
あ
り
。
ま
ゆ
一
も
て
糸
千
両
を
ひ
く
。
さ
れ
は
一
万
七
千
両
の
い
と
な
り
。
か
る
か
ゆ
へ
に
、
此
山
を
は
蚕
山
と
名
つ
け
た
り
。
会
稽
山
と
も
云
。
彼
山
に
二
人
の
主
あ
り
。
会
台
将
軍
、
稽
貞
鬼
風
と
い
ふ
。
二
人
し
て
一
年
つ
ゝ
此
得
分
を
と
る
。
七
月
七
日
よ
り
合
て
、
か
つ
せ
ん
を
遂
く
。 
︵
長
門
本　
巻
第
一
﹁
清
水
寺
炎
上
事
﹂︶
 
　
た
だ
し
、
長
門
本
で
は
、
蚕
や
ま
ゆ
の
値
、
合
戦
の
日
付
と
い
っ
た
具
体
的
な
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
会
稽
山
を
争
う
人
物
の
名
前
が
﹁
会
台
将
軍
﹂
と
﹁
稽
貞
鬼
風
﹂
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
盛
衰
記
で
は
﹁
允
常
﹂
と
﹁
闔
閭
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹃
史
記
﹄
に
見
ら
れ
る
名
前
で
、﹃
史
記
﹄
巻
四
十
一
﹁
越
世
家
第
十
一
﹂
に
は
越
王
の
允
常
と
呉
王
の
闔
閭
が
戦
っ
た
と
さ
れ
︵﹃
新
釈
漢
文
大
系
第
８
６
巻　
史
記　
六
︵
世
家
中
︶﹄
明
治
書
院
、
一
九
七
九
・
十
︶、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
息
、
勾
踐
・
夫
差
の
戦
い
へ
と
続
い
て
い
る
。
盛
衰
記
に
お
け
る
会
稽
山
の
故
事
説
話
は
、
こ
の
二
人
の
戦
い
が
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。
　
2
　
 ﹃
中
国
古
典
文
学
大
系
第
五
巻　
韓
非
子　
墨
子
﹄
平
凡
社
、
一
九
六
八
・
四
。
　
3
　
 
長
門
本
の
記
事
の
末
尾
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
去
年
か
ち
た
る
も
の
は
今
年
負
、
今
年
か
ち
た
る
も
の
は
来
年
ま
け
る
ゆ
へ
に
、
稽
山
の
麓
に
て
、
年
々
う
ち
替
々
本
意
を
遂
る
ゆ
へ
に
、
先
の
は
ち
を
い
ま
き
よ
む
。
仍
、﹁
く
は
い
け
の
恥
を
き
よ
む
﹂
と
は
い
へ
り
。
去
七
日
は
山
門
た
ち
ま
ち
に
恥
に
あ
ひ
、
今
九
日
は
清
水
寺
又
は
ち
を
見
る
。
こ
れ
則
、
会
台
鬼
風
に
可
違
哉
。  
︵
長
門
本　
巻
第
一
﹁
清
水
寺
炎
上
事
﹂︶
 
　
長
門
本
で
は
、
双
方
が
交
互
に
戦
に
勝
っ
て
恥
を
雪
め
る
と
い
う
展
開
を
、﹁
去
年
﹂﹁
今
年
﹂
と
﹁
去
七
日
﹂﹁
今
九
日
﹂、﹁
会
台
﹂﹁
鬼
風
﹂
と
﹁
山
門
﹂﹁
清
水
寺
﹂
と
、
さ
ら
に
明
確
な
対
応
関
係
で
示
し
て
い
る
が
、
巻
第
二
の
記
事
は
そ
の
末
尾
に
お
い
て
も
長
門
本
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
二
七
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
教
材
化
論
︵
井
上
︶
巻
第
二
の
記
事
は
、
同
じ
位
置
に
会
稽
山
の
故
事
説
話
を
挙
げ
る
長
門
本
の
叙
述
に
通
じ
な
が
ら
、
巻
第
十
七
に
あ
る
同
じ
故
事
説
話
に
も
一
致
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
引
用
文
献
盛
衰
記
―﹃
源
平
盛
衰
記　
慶
長
古
活
字
版　
第
一
冊
﹄
勉
誠
社
、
一
九
七
七
・
一
〇
、﹃
源
平
盛
衰
記　
慶
長
古
活
字
版　
第
三
冊
﹄
勉
誠
社
、
一
九
七
八
・
五
。︵
句
読
点
・
濁
点
等
は
私
に
付
す
。︶
※  
本
稿
は
、
筆
者
の
博
士
学
位
論
文
︵
早
稲
田
大
学
、
二
〇
二
〇
年
︶
の
一
部
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
